
変わらない愛の秘訣　コリント人への手紙第一１３章（愛の讃歌）より

主題：変わらない愛の秘訣は、私が神に完全に知られているという絶対的な安心にある

１、人に対するあなたの愛が変わってしまう理由は、あなたがその人を　　　　　　から

　「疲れ果てたあなた　私の幻を愛したの」・・・杏里「オリビアを聴きながら」より

　　出会った頃は、お互いに背伸びをしていて、その人をよく知らない。

２、あなたに対する神の愛が変わらない理由は、あなたが神に　　　　　　　　　　から

　私が子どもであったときには、
　子どもとして話し、子どもとして考え、子どもとして論じましたが、
　おとなになったときには、子どものことをやめました。

　今、私たちは鏡にぼんやり映るものを見ていますが、
　その時には顔と顔とを合わせて見ることになります。
　今、私は一部分しか知りませんが、
　その時には、私が完全に知られているのと同じように、
　私も完全に知ることになります。 １コリント１３章１１−１２節

３、変わらない愛の秘訣は、私が神に　　　　　　　　　　という絶対的な安心にある

　こういうわけで、いつまでも残るものは信仰と希望と愛です。
　その中で一番すぐれているのは愛です。１コリント１３章１３節 

　目に見えるもの（容姿、収入、所持品、住まいなど）は、いつか必ず変わってしまう。
　けれども、目に見えない「信仰」と「希望」と「愛」はいつまでも残る。永遠に。
　その中で一番すぐれているのは「愛」。
　人となられた神イエス・キリストは、あなたを次のような愛で愛しておられます。

　愛は寛容であり、愛は親切です。また人をねたみません。
　愛は自慢せず、高慢になりません。
　礼儀に反することをせず、自分の利益を求めず、
　怒らず、人のした悪を思わず、
　不正を喜ばずに真理を喜びます。
　すべてをがまんし、すべてを信じ、
　すべてを期待し、すべてを耐え忍びます。
　愛は決して絶えることがありません。１コリント１３：４−８節
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